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 R5年度 217 → R6年度 153（▲64）

地域 

R5年度
（第4期） 

R6年度 

ＡＰ数

増減
増減計 ＡＰ数 

追加 削除 統合・分割

安芸 30
 

成長戦略 自 立 その他

(6→3)

▲ 3
 

▲ 10 20▲ 1 ▲ 3 ▲ 41

物部川 24
   

▲ 3 ▲ 2
(2→1)

 
191 ▲ 1 ▲ 5

高知市 21
 

▲ 2 ▲ 1
(3→1)

 
14▲ 2 ▲ 2 ▲ 7

嶺北 24
   

▲ 4
(7→3)

 
163 ▲ 3 ▲ 4 ▲ 8

仁淀川 34
   

▲ 1
(6→3)

 
291 ▲ 2 ▲ 3 ▲ 5

高幡 39
   

▲ 2 ▲ 4
(8→4)

 
251 ▲ 5  ▲ 4 ▲ 14

幡多 45
   

▲ 10 ▲ 2
(7→4)

 
30▲ 3 ▲ 15

 
合計 217 7 ▲ 16 ▲ 19 ▲ 16 ▲ 20 ▲ 64 153

地域アクションプランの追加・削除項目について

地域アクションプランの動向



第5期計画（R6年度）の対比表）

【高幡地域】
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6 9 9 8 15 6 5 7 4 9

1 くろしおミョウガ生産拡大クラスタープロジェクト ● ● ● ● ● ● 1 くろしおミョウガ販売拡大プロジェクト

2 大野見米のブランド化 ● ①削除

3 梼原産キジ肉の加工・販売の拡大 ● ● 2 梼原町産キジ肉の販売拡大プロジェクト

4 梼原産肉用牛の生産拡大による地域産業の活性化 ● ②削除

5 つの茶販売戦略 ●

6 四万十のうまい栗・芋クラスタープロジェクト ● ● 3 四万十流域資源のブランド力を活かした地域の活性化

7 四万十町畑作振興プロジェクト ● ● 4 四万十町畑作振興プロジェクト 

8 四万十のうまい豚クラスタープロジェクト ● ● 5 四万十ポークのブランド化の推進

9 四万十次世代ハウス団地におけるトマト等栽培の経営強化クラスタープロジェクト ● ➂削除

10 「四万十ヒノキ」をはじめとする地域森林資源の販売促進 ● ● ④削除

11 「1億円産業の復活」をスローガンとする津野山産原木シイタケの産地化の推進 ● ● ⑤削除

12 循環型社会を推進するための梼原町森林資源の有効活用 ● ①拡充 ● 6 梼原100年の森林・人づくりプロジェクト　～森と水の文化を紡ぐ～

13 津野町森林・林業再生プロジェクト ● ⑥削除

14 浦ノ内湾産養殖マダイ等の販路拡大 ● ● 7 須崎市産養殖マダイ等の販路拡大

15 アメゴ養殖事業の再生拡大 ● ● 8 ゆすはらアメゴの生産・販売促進

16 葉にんにくを活用した加工食品の生産・販売の拡大 ● ⑦削除

17 中土佐町地域ブランドの創出と販売促進 ● ● 9 「鰹乃國水産」ブランドの創出・販売促進

18 大正町市場商店街活性化事業 ●

19 中土佐町SEAプロジェクト ● ● 10 道の駅なかとさSEAプロジェクト

20 中土佐町地産外商の取り組み ● ⑧削除

21 梼原町地場産品の地産地消・外商の促進 ● ● 11 梼原町地産地消・外商の促進

22 梼原町産の桜を活用した加工品等の生産・販路の拡大 ● ● 12 梼原町産の桜を活用した加工品等の生産・販売拡大

23 津野町地産地消・外商販売戦略 ● ● 13 津野町地産地消・外商推進プロジェクト

24 四万十町地域資源活用推進と豚まん加工場等の整備 ● ②拡充 ● 14 道の駅「あぐり窪川」の機能強化と地域の活性化

25 四万十町産鶏卵を使用した加工品の生産拡大 ● ⑨削除

26 四万十町生姜生産農家と連携した集出荷体制の整備と商品開発 ● ● 15 四万十町生姜生産農家と連携した集出荷体制の整備と販売拡大

27 四万十町産材を活用した商品開発プロジェクト ● ⑩削除

28 四万十うなぎを活用した加工場整備と販路拡大 ● ⑪削除

29 高幡地域における広域観光の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 16 高幡地域における広域観光の推進

30 須崎市海のまちプロジェクト ● ● 17 須崎市海のまちプロジェクト

31 浦ノ内マリンパークにおける交流人口の拡大による地域の活性化 ● ● 18 浦ノ内マリンパークにおける交流人口の拡大による地域の活性化

● 19 スケートパークを核とした地域の活性化

32 中土佐町の地域資源を活用した体験型・滞在型観光の推進 ● ● 20 カツオを起点とした持続可能な観光を主軸とする地域産業の振興

33 梼原町の体験型・滞在型観光の推進 ● ● 21 梼原町の体験型・滞在型観光の推進

34 清流と風と歴史に会えるまち津野町まるごと体感！～観光集客アップ作戦～ ● ● 22 津野町まるごと体感！観光推進プロジェクト

35 四国カルストを核とした交流人口の拡大と地域の活性化プロジェクト ●

36 わざわざいこう「海洋堂ホビー館四万十」を核としたミュージアムのまちづくり ● ● 23 わざわざいこう「海洋堂ホビー館四万十」を核としたミュージアムのまちづくり

37 四万十町観光交流促進事業 ● ● 24 ～しまんとがわのまんなか～四万十町観光交流促進事業

38 四万十町オアシス風観光交流拠点整備事業 ● ● 25 四万十町観光交流拠点施設の整備

39 ジップラインと道の駅を核とした四万十町（十和地区）の観光拠点施設整備事業 ●

高幡地域アクションプラン項目（第4期計画Ver.4（R5年度）と

№ 現在（令和5年度） № 改定案（令和6年度）

①統合

➂統合

②統合

④統合

①追加

  2
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高幡地域アクションプランの追加・削除・拡充等（予定項目）

■追加

■削除

NO. アクションプラン名 事業概要

１

No.19 スケートパークを核とした地域の

活性化（須崎市）

【実施主体】須崎市

魅力的な「公共スケートパーク」を整備し、新た

なスポーツ分野であるストリートスポーツを通

じて、地域の若年層やファミリー層をはじめ、こ

れまで須崎市を訪れることのなかった層に訪れ

てもらうことにより交流人口の拡大を図るとと

もに、既存の観光客の滞在時間の延長を図り、地

域への経済波及効果を促す。

NO. アクションプラン名 削除する理由

１

No.２ 大野見米のブランド化（中土佐町）

【実施主体】おおのみエコロジーファーマ

ーズ

目標販売量を概ね達成見込みであり、「大野見米」

として県内での一定の認知度の広がりと評価が

得られていることから、自立プランに位置づけ

る。

２

No.４ 梼原産肉用牛の生産拡大による地

域産業の活性化（梼原町）

【実施主体】（一社）津野山畜産公社、梼原

町

梼原産肉用牛の生産拡大について一定の効果が

出ており、今後展開していく販売拡大や認知度向

上の取り組みについては、産業成長戦略の位置づ

けのもとに支援を継続していくため削除する。

３

No.９ 四万十次世代ハウス団地における

トマト等栽培の経営強化クラスタープロジ

ェクト（四万十町）

【実施主体】四万十とまと（株）、（有）四

万十みはら菜園、（株）ベストグロウ、（株）

四万十あおぞらファーム、山本商店、民間

事業者等

生産技術の向上や病害虫対策等により加工用の

規格外トマトが想定を大幅に下回っていること

や経営を安定させるため青果販売を中心とする

方針に変更したことから、今後は産業成長戦略の

位置づけのもとに支援を継続していくため削除

する。

４

No.10 「四万十ヒノキ」をはじめとする地

域森林資源の販売促進（中土佐町、四万十

町）

【実施主体】四万十町森林組合、須崎地区

森林組合、四万十町、中土佐町、地元事業

者

四万十地域の森林資源の販売拡大を進めるため、

原木の増産と「四万十ヒノキ」のブランド化に取

り組んできたが、消費者ニーズの変化や採算面か

ら集成材工場を閉鎖する方針が決定されたこと

から、「四万十ヒノキ」の販売促進（木材の利用

拡大）として、産業成長戦略の位置づけのもとに

支援を継続していくため削除する。
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５

No.11 「１億円産業の復活」をスローガン

とする津野山産原木シイタケの産地化の推

進（梼原町、津野町）

【実施主体】JA 高知県（高西地区）

当初の計画であった原木高級シイタケの栽培に

よる産地化から、低温乾燥シイタケを含めた複合

経営に方針転換していることから削除する。

６

No.13 津野町森林・林業再生プロジェクト

（津野町）

【実施主体】津野町森林組合、（株）中成、

津野町

山元貯木場での木材取扱量について、目標を大き

く上回っているため、今後は産業成長戦略の位置

づけのもとに支援を継続していくため削除する。

７

No.16 葉にんにくを活用した加工食品の

生産・販売の拡大（須崎市）

【実施主体】（株）アースエイド

これまでの国内販売から、インバウンド需要も含

めた海外展開を進めていく方針のため、今後は産

業成長戦略の位置づけのもとに支援を継続して

いくため削除する。

８

No.20 中土佐町地産外商の取り組み（中土

佐町）

【実施主体】中土佐町、（株）SEA プロジェ

クト、企画・ど久礼もん企業組合、中土佐

町商工会

「なかとさ do 外商連絡協議会」の在り方と各事

業者の方向性について一定整理され、協議会の活

動から個々の事業者の取り組みを強化する方針

となったため削除する。

９

No.25 四万十町産鶏卵を使用した加工品

の生産拡大（四万十町）

【実施主体】（株）ぶらうん

産振補助金のフォローアップ期間も終了してお

り、事業者において商談会への参加や新商品開発

といった取り組みを積極的に行っていることか

ら、自立プランに位置付ける。

10

No.27 四万十町産材を活用した商品開発

プロジェクト（四万十町）

【実施主体】(同)OUCHI 企画

サウナを中心に製造・販路拡大に取り組んだもの

の四万十ヒノキの売り上げが伸び悩んでいる。新

たな事業展開や運営主体の検討を含め、事業の方

向性や実施体制を見直す必要があることから、削

除する。

11

No.28 四万十うなぎを活用した加工場整

備と販路拡大（四万十町）

【実施主体】四万十うなぎ（株）

輸出を視野に入れた加工場の施設整備に取り組

むこととしていたが、稚魚の高騰や原油高等の経

費の増加などの経営環境の変化により、施設整備

を延期（10 年間）するため、削除する。
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■その他（拡充、統合、分割）

NO. アクションプラン名 見直しする内容

１

No.12 循環型社会を推進するための梼原

町森林資源の有効活用（梼原町）

【実施主体】梼原町森林組合、ゆすはらペ

レット（株）、梼原町

【拡充】計画的な木材生産を行い、森林資源の有

効活用に取り組んできたが、町有林の伐採から再

造林、再生可能エネルギーの地産地消に取り組む

とともに、林業の担い手確保や育成体制の構築、

環境先進企業との協働を一層推進し、持続可能な

「森林・人づくりプロジェクト」として拡充する。

２

No.24 四万十町地域資源活用推進と豚ま

ん加工場等の整備（四万十町）

【実施主体】四万十町、（株）あぐり窪川

【拡充】地域の特産品を使った豚まんの製造・販

売拡大に取り組んできたが、道の駅全体の取り組

みとして、物販・直販所の魅力向上やレストラン

の見直し、新商品の開発及び販売拡大などに取り

組むとともに、地場産業振興センターの機能強化

を図ることとして拡充する。

３

No.５ つの茶販売戦略（津野町）

【実施主体】JA 高知県（高西地区）、津野

町

No.23 津野町地産地消・外商販売戦略

（津野町）

【実施主体】（有）津野町ふるさとセンター、

（株）満天の星、（一財）天狗荘、津野町

【統合】「津野町茶業振興計画」による津野茶製品

の販売強化を図っていくことから、津野町の有望

な地場産品をトータルで PR し、販売拡大を目指

す「津野町地産地消・外商推進プロジェクト」と

して統合する。

４

No.18 大正町市場商店街活性化事業

（中土佐町）

【実施主体】大正町市場協同組合、中土佐

町商工会、中土佐町

No.32 中土佐町の地域資源を活用した体

験型・滞在型観光の推進（中土佐町）

【実施主体】中土佐町、（株）中土佐町地域

振興公社

【統合】「土佐久礼かつお」の文化・食・体験を

観光資源として、一体的に中土佐町の観光と地域

産業の振興に取り組んでいくため、「カツオを起

点とした持続可能な観光を主軸とする地域産業

の振興」として統合する。

５

No.34 清流と風と歴史に会えるまち津野

町まるごと体感！～観光集客アップ作戦～

（津野町）

【実施主体】津野町

No.35 四国カルストを核とした交流人口

の拡大と地域の活性化プロジェクト

（津野町）

【実施主体】津野町、（一財）天狗荘

【統合】四国カルストを核とした交流人口の拡大

について、目標を上回り一定の成果が継続されて

いることから、津野町観光推進の一体的な取り組

みである「津野町まるごと体感！観光推進プロジ

ェクト」として統合する。
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６

No.37 四万十町観光交流促進事業（四万十

町）

【実施主体】四万十町、（一社）四万十町観

光協会、四万十町商工会

No.39 ジップラインと道の駅を核とした

四万十町（十和地区）の観光拠点施設整備

事業（四万十町）

【実施主体】四万十町、道の駅四万十とお

わ

【統合】ジップラインの施設整備が終了し、利用

者数も順調に推移していることから、「～しまん

とがわのまんなか～四万十町観光交流促進事業」

として、四万十町全体の観光振興を図るため統合

する。


